
瀧
藏

圃甘

光
寺

庭
園

の
考

雪
舟
等
揚

の
造
園

天
　
　
　
野

茂
　
　
　
時

滝
蔵
山
医
光
寺
と
雪
舟

医光寺総門

25

　
目
　
　
玖

滝
蔵
山
医
光
寺
と
雪
舟

医
光
寺
庭
園
の
考
察

　
原
熈
氏
の
観
察

　
重
森
三
玲
氏
の
観
察

医
光
寺
庭
園
の
時
代
様
式

　
形
成
様
式

　
美
的
様
式

あ
と
が
き

　
滝
蔵
山
医
光
寺
は
、
島
根
果
益
田
市
大
字
益
固
に
現
存
し
、
現
在
は
第
二
十
六

代
の
住
職
に
よ
り
、
臨
済
宗
京
都
五
山
東
橘
寺
派
の
末
寺
と
し
て
、
法
門
が
守
ら

れ
、
そ
の
偉
容
を
保
持
し
て
い
る
。

　
こ
の
医
光
寺
の
創
建
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
崇
観
寺
に
つ
い
て
考
察

せ
な
ば
な
ら
ぬ
。

　
当
時
の
将
軍
足
利
尊
氏
（
二
二
三
六
－
二
二
五
七
）
は
、
京
都
東
福
寺
第
二
十

六
世
の
卍
庵
士
顔
の
法
嗣
、
聖
一
国
師
の
法
孫
で
あ
る
龍
門
士
玄
に
厚
く
帰
依
し

て
、
時
に
は
尊
氏
白
ら
入
室
参
禅
し
た
程
で
あ
つ
た
の
で
、
之
を
機
縁
と
し
て
尊

氏
の
推
拳
に
よ
り
、
龍
門
士
玄
が
本
山
か
ら
崇
観
寺
に
住
職
と
し
て
来
住
し
た
の

で
あ
る
。
爾
来
各
将
軍
の
台
翰
に
よ
つ
て
、
崇
観
寺
の
住
職
は
決
定
さ
れ
た
。

従
つ
て
将
軍
家
の
尊
信
が
篤
く
、
道
場
も
次
第
に
増
築
さ
れ
、
七
堂
伽
藍
も
完
備

し
、
寺
領
は
千
五
百
石
を
有
し
た
西
国
一
の
伽
藍
と
称
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
の
で

あ
る
。

　
然
る
に
其
後
当
山
は
、
吉
野
朝
争
乱
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
惜
し
く
も
さ
し
も

の
大
伽
藍
も
潰
滅
の
厄
に
会
つ
て
消
去
つ
た
の
で
あ
る
。

　
（
註
）

　
雪
舟
は
文
明
十
一
（
一
四
七
九
）
年
後
、
数
年
に
亘
つ
て
、
和
肯
と
し
て
当
山
に

坐
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
医
光
寺
に
安
置
さ
れ
て
あ
る
位
牌
に
、
「
前
住
当

山
五
世
雪
舟
和
筒
大
禅
師
」
の
文
字
が
残
つ
て
い
る
の
で
も
明
で
あ
る
。
し
か
し

崇
観
寺
世
代
を
調
査
す
る
と
、
五
世
雲
舟
和
肯
と
位
牌
に
あ
る
は
何
か
の
誤
り
で

あ
つ
て
、
恐
ら
く
そ
の
世
代
は
十
代
位
で
は
な
い
か
と
は
、
次
ぎ
の
系
図
に
よ
つ

て
示
さ
れ
て
い
る
。

　
崇
観
寺
世
代

　
開
山
、
貞
治
三
隼
　
貞
治
三
年
来
山
　
　
永
徳
二
年
入
寂
　
　
　
　
（
此
間
二
、
三
代
不
明
）

　
龍
門
士
玄
　
　
月
堂
蒲
祥
－
威
　
　
山
！
、
－
視
峯
…
…
…
…
…
－
　
二
・
三

fig.060301.pdf
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藤
正
二
年
釆
甘
（
此
間
一
代
不
明
）
文
正
元
年
来
山
　
　
文
明
士
年
頃
来
山
　
　
文
明
十
六
隼
来
山

勝
剛
長
予
：
…
…
…
－
…
－
応
　
俊
・
1
雪
舟
等
揚
　
玉
蝸
長
謬

　
　
文
明
十
七
年
来
山
　
　
天
正
十
五
年
λ
寂
　
　
天
正
十
三
年
入
寂

　
　
昌
　
　
佐
1
－
－
竹
心
士
鼎
－
月
苓
長
玉
　
　
東
輝
旭
禅
（
医
光
寺
開
祖
）

　
　
以
下
略

（
註
）
雪
舟
等
揚
　
応
永
二
十
七
（
一
四
二
〇
）
年
i
永
正
三
（
一
五
〇
六
）
年
、
雪
舟
の
家

系
や
生
地
は
不
明
で
、
前
半
生
の
経
歴
は
全
く
不
明
。
若
い
時
に
相
国
寺
に
入
つ
て
等

揚
と
名
づ
け
ら
れ
、
春
林
周
藤
を
師
と
し
て
禅
僧
修
業
を
つ
み
、
知
客
に
な
つ
た
が
、

　
や
が
て
同
寺
を
去
つ
た
。

　
、
寛
垂
二
（
一
四
六
二
）
年
四
十
三
才
以
前
に
雪
舟
と
号
し
、
大
内
家
を
た
よ
つ
て
周
防

国
に
い
き
、
－
応
仁
二
年
に
幕
府
の
遣
明
使
に
陪
乗
し
て
入
明
し
、
天
竜
山
に
参
じ
て
第

　
一
座
の
舟
を
与
え
ち
れ
、
北
京
に
着
い
て
礼
部
院
の
壁
画
を
か
き
、
翌
文
明
元
（
一
四

　
六
九
）
年
八
月
以
前
に
帰
朝
し
、
文
明
五
年
頃
に
は
周
防
の
山
口
に
住
し
て
、
そ
の
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
を
雲
谷
と
名
づ
け
た
。
，
同
八
年
頃
に
は
豊
後
の
大
分
に
住
し
、
同
十
．
一
年
頃
は
石
見
の

　
、
　
、
　
、

益
田
に
、
さ
ら
に
同
十
八
年
頃
は
周
防
に
わ
り
、
残
す
る
ま
で
雲
谷
庵
に
い
た
と
想
像

　
さ
れ
る
。
勿
論
そ
q
間
に
諾
地
方
を
遍
歴
し
た
で
あ
ろ
う
。
（
日
本
美
術
辞
興
）

　
崇
観
寺
は
、
雲
舟
の
隠
選
後
系
図
に
見
る
如
く
、
玉
蜻
、
昌
佐
、
竹
心
士
鼎
を

経
て
、
月
卒
の
天
正
年
中
に
至
つ
た
頃
に
は
痛
く
頽
廃
し
た
。
こ
れ
を
見
か
ね
た

益
田
宗
兼
は
、
享
藤
、
天
文
初
年
の
交
、
改
築
を
志
し
、
同
寺
東
隣
の
地
た
る
、

雪
舟
の
庭
を
背
景
に
地
所
を
構
え
、
土
を
高
く
埋
め
立
て
、
此
所
へ
改
築
を
全
う

し
、
山
号
も
全
時
に
改
め
て
、
滝
蔵
山
医
光
寺
と
称
し
、
寺
鎮
三
十
六
石
を
、
之

が
緯
持
費
と
し
て
寄
付
し
た
。
も
と
の
崇
観
寺
趾
は
現
在
畠
地
と
な
り
、
僅
か
、
に

崇
観
寺
釣
井
と
称
す
る
井
戸
を
存
し
て
居
り
、
叉
崇
観
寺
通
路
の
名
を
残
し
て
居

る
に
過
ぎ
な
い
。

　
宗
兼
は
天
文
十
三
牛
正
月
十
三
日
に
逝
去
し
、
法
詮
は
「
日
医
光
土
寸
殴
金
久
宗

兼
大
居
士
」
と
云
い
、
墓
は
崇
観
寺
背
後
の
石
山
に
あ
つ
た
が
、
明
治
二
十
七
年

三
月
、
墓
碑
を
改
め
て
医
光
寺
の
境
内
に
移
し
た
の
が
現
存
の
も
の
で
あ
る
。

　
医
光
寺
は
、
其
後
享
保
十
四
年
三
月
、
堂
字
は
悉
皆
延
焼
に
罹
つ
た
が
、
当
山

住
職
東
明
和
荷
の
努
力
に
依
つ
て
、
以
前
よ
り
も
規
模
の
拡
張
さ
れ
た
寺
院
が
、

原
地
に
改
築
さ
れ
た
、
そ
の
た
め
雪
舟
の
庭
園
は
、
審
殿
の
拡
張
に
伴
い
、
池
の

前
の
広
場
は
大
い
に
狭
め
ら
れ
、
且
つ
池
畔
が
荒
さ
れ
て
窮
屈
な
感
を
与
え
、
朝

夕
の
陽
に
よ
る
色
彩
美
は
失
わ
れ
る
に
至
つ
た
。

　
雪
舟
等
揚
は
、
周
防
国
の
大
内
政
弘
に
彼
の
芸
術
を
守
ら
れ
て
来
て
い
た
が
、

何
故
に
益
田
に
来
往
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
周
防
の
碩
儒
山
果
周
南
著
「
雪
舟
伝
」

に
よ
れ
ば

　
「
義
興
嘗
て
、
画
を
明
国
に
購
う
、
明
国
酬
ゆ
る
に
名
を
明
人
に
託
し
て
、
雲

　
舟
画
く
と
こ
ろ
の
画
を
以
て
す
。
雪
舟
一
見
し
て
目
く
「
是
れ
老
柄
明
国
に
在

　
り
し
時
作
る
所
な
j
」
と
、
義
興
、
雪
舟
が
歎
網
し
て
其
名
を
う
る
と
な
し
、

　
こ
れ
を
怒
る
。
雪
舟
も
之
を
快
し
と
せ
す
、
乃
ち
去
り
て
石
見
に
適
け
り
」

　
其
後
、
此
の
画
に
雪
舟
の
落
款
が
現
わ
れ
て
、
義
興
は
、
大
い
に
恥
じ
て
使
を

　
　
　
　
　
一
註
）

馳
せ
た
が
、
雪
舟
は
既
に
此
の
世
に
な
く
、
・
義
興
は
大
変
に
残
念
が
つ
徒
と
記
し

て
あ
る
。

　
こ
の
説
は
雪
舟
研
究
者
に
多
く
用
い
ら
れ
、
雪
舟
の
石
見
に
赴
く
様
に
な
つ
た

動
機
論
と
な
つ
て
い
る
。

　
説
中
の
義
興
は
、
そ
の
父
政
弘
の
誤
り
ら
し
い
、
そ
れ
は
、
雪
舟
が
石
見
へ
の

来
訪
は
、
文
明
十
一
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
が
、
義
興
は
文
明
九
年
丁
酉
に
出
生
し

て
い
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
父
政
弘
の
時
代
で
あ
り
、
そ
の
落
款
の
発
見
は
義
興
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在
世
の
時
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

　
（
註
）
雪
舟
終
焉
の
地
は
、
古
来
種
々
の
異
説
が
行
カ
れ
て
い
る
が
、
益
田
市
大
字
乙
吉

　
　
の
東
光
寺
（
大
喜
庵
）
説
に
対
す
る
原
拠
と
も
な
り
得
る
。
従
つ
て
「
註
一
」
の
日
本

　
美
術
辞
典
に
記
さ
れ
た
、
残
す
る
ま
で
雲
谷
庵
に
在
庄
せ
し
、
と
あ
る
は
一
考
を
要
す

　
る
が
本
論
に
て
は
終
焉
説
は
割
愛
す
る
。

　
宙
、
沼
田
博
士
、
に
よ
れ
ば
、
石
見
益
田
七
尾
城
主
益
田
氏
の
招
き
に
よ
、
る
こ
と

を
主
張
し

＝
説
に
は
、
雪
冊
の
石
見
に
赴
き
し
は
、
益
田
氏
の
招
聰
に
よ
る
と
せ
り
云
々

　
雪
舟
の
此
地
に
留
り
し
も
の
は
、
其
の
風
景
絶
佳
に
し
て
、
頗
る
雪
舟
の
嗜
好

に
投
ぜ
し
に
よ
れ
る
な
る
べ
し
、
雪
舟
は
も
と
煙
霞
の
癖
あ
り
、
頗
る
山
水
の
遊

を
好
み
其
の
居
所
を
ト
す
る
や
毎
に
風
景
絶
佳
の
地
を
択
み
た
り
き
云
々
」
と

　
上
述
の
如
く
池
益
田
氏
招
賠
説
と
煙
霞
癖
の
二
方
面
を
挙
げ
て
、
石
見
来
訪
の

主
原
因
と
し
て
あ
る
。

　
思
う
に
、
雪
舟
は
周
防
大
内
氏
を
去
り
、
彼
の
画
中
に
み
る
如
き
、
石
見
の
奇

岩
、
風
光
に
瞳
慢
れ
、
．
所
謂
煙
霞
癖
か
ら
石
見
を
愛
し
来
訪
せ
し
も
の
と
考
え
ら

れ
、
益
田
氏
招
賠
説
は
、
第
二
義
的
の
も
の
と
考
察
さ
れ
る
ひ

　
肯
、
周
防
の
大
内
氏
と
石
見
の
益
田
氏
と
の
交
渉
は
、
久
し
い
間
親
密
に
結
ば

れ
て
い
た
こ
と
は
、
常
に
益
田
氏
が
、
大
内
氏
の
勢
力
圏
内
に
引
き
す
ら
れ
て
行

動
を
共
に
し
、
時
に
は
そ
の
守
護
代
を
勤
め
て
居
た
。
斯
く
し
た
関
係
上
、
雪
舟

の
石
見
を
訪
間
し
た
こ
と
は
竜
他
国
の
そ
れ
と
違
つ
て
、
一
種
の
気
楽
さ
竜
安
易

さ
が
多
分
に
あ
り
、
雪
舟
の
来
遊
も
首
肯
で
き
る
と
思
う
。
叉
雪
舟
が
、
益
田
兼

尭
像
を
文
明
十
一
年
に
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
雪
舟
の
石
見
益
田
在
往

は
確
か
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
雪
舟
は
か
く
て
益
田
氏
の
知
遇
に
感
激
し
て
、
遠
く
明
国
に
於
い
て
研
鐙
し
た

樺
掌
も
こ
㌧
で
酬
い
ら
れ
、
地
方
教
化
に
力
を
入
れ
、
且
つ
寺
務
に
も
精
励
し
、

そ
の
暇
を
見
て
は
庭
園
を
滝
蔵
山
下
に
築
造
し
た
。
崇
観
寺
は
、
現
在
の
医
光
寺

と
は
図
に
示
し
た
如
く
帖
そ
の
位
置
を
異
に
し
て
、
医
光
寺
の
西
側
の
低
地
に
建

“
1
　
’
　
　
，

り
，
ゴ
　
ロ
．

’崇観・醒光商打五薮礪

岬舳臓w1悔舳仙〃i

囮

鰯
り
娚．

彬

暴⑧
⑱

　
1
〃
パ
㌧

色才

　
〃
〃
ノ
ん

、
径
〃

劣
．
刑
皿
堂 蔓

翻
省

基
春
藁
采
壁

／7

4
．

場ナ

暖
光
寺

＼
…

一
辞
崇
観
寺
釣
苛

　
　
崇
観
寺
杜

染
　　　　」　　　　，　　　一　　　■　　一　　’　一　‘・
．’

州

肴．観寺道路

造
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
雪
舟
は
築
造
に
当

つ
て
は
、
注
意
深
く

そ
の
土
地
を
吟
味
し

て
、
崇
観
寺
よ
り
東

寄
り
の
山
下
に
当
る

場
所
を
撰
び
て
、
寵

門
和
肯
の
塔
所
に
付

属
す
る
庭
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

山
酔
を
用
い
竜
蓬
莱

、式
の
庭
園
を
作
庭
し

た
の
が
現
在
の
医
光

寺
の
庭
園
で
あ
る
。

　
　
　
　
崖
光
寺
庭
園
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

　
雪
冊
は
絵
画
は
も
と
よ
り
、
築
庭
に
も
趣
味
と
経
験
を
有
し
、
諾
所
に
名
園
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

遺
し
て
い
る
が
、
石
見
来
訪
に
よ
り
て
造
園
さ
れ
た
も
の
に
は
、
小
川
家
の
庭
園
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釜
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

万
福
寺
の
庭
園
、
そ
し
て
医
光
寺
庭
風
と
が
肯
規
存
し
て
い
る
α

（
註
）
　
豊
前
国
英
彦
山
亀
石
房
の
庭
園
、
厳
島
の
西
方
院
庭
園
、
筑
後
国
建
仁
寺
の
庭
園
、

　
周
防
国
常
栄
寺
の
庭
園
等

（
註
）
小
川
家
の
庭
園
（
那
賀
郡
和
木
村
）
本
庭
園
は
池
泉
観
賞
式
の
庭
園
で
、
東
部
枯

　
滝
組
や
、
そ
の
下
部
護
岸
に
あ
る
多
数
の
石
組
は
、
そ
の
石
質
を
見
る
と
、
悉
く
邑
智

　
郡
川
戸
辺
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
形
式
は
、
武
家
書
院
と
し
て
築
い
た
、
蓬
莱
式
の

　
も
の
で
あ
る
。
全
庭
は
今
日
全
く
荒
廃
に
帰
し
て
居
る
が
、
三
尊
石
、
枯
滝
の
附
近
の

　
石
組
は
旧
態
を
存
し
て
居
る
、
し
か
し
池
畔
に
は
役
世
の
改
修
が
多
く
施
さ
れ
て
い

　
る
。
本
庭
園
は
現
在
は
雪
舟
等
揚
の
遣
園
と
し
て
確
証
は
な
い
。

（
註
）
万
福
寺
の
庭
園
（
益
田
市
益
田
）
昭
和
三
年
三
月
二
十
八
日
、
医
光
寺
庭
園
と
共

　
に
、
史
蹟
名
勝
地
と
し
て
指
定
を
受
け
た
名
苑
で
あ
る
。
本
庭
園
は
、
寺
院
の
様
式
に

　
則
る
須
弥
山
風
の
も
の
で
あ
る
が
、
非
常
に
荒
れ
て
い
る
。
し
か
し
立
派
な
築
山
水
庭

　
で
、
池
は
心
字
を
象
り
、
山
は
要
部
を
石
山
と
し
、
専
ら
角
石
を
立
て
、
稜
々
た
る
峻

　
瞼
の
相
を
な
さ
し
む
、
殊
に
書
院
よ
り
左
手
の
方
に
見
え
る
三
石
の
立
石
と
、
其
所
か

　
ら
少
し
右
に
離
れ
て
置
か
れ
た
二
石
が
あ
る
が
、
之
は
天
地
人
が
現
わ
さ
れ
、
叉
七
五

　
三
に
象
つ
た
布
置
で
佳
景
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
庭
園
も
足
利
様
式
を
よ
く
具
現
し
た
名
苑
で
あ
る
。

　
医
光
寺
の
庭
園
に
つ
い
て
は
、
今
で
は
雪
舟
の
造
園
と
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ

て
昭
和
十
年
三
月
二
十
四
日
の
大
阪
朝
日
新
聞
紙
上
に
、
前
述
の
常
栄
寺
（
山
口
）

益
田
二
寺
の
庭
園
は
画
聖
雪
舟
の
造
庭
で
は
な
く
、
こ
れ
は
郡
賀
郡
和
木
村
の
小

川
家
よ
り
出
た
る
築
庭
師
雲
舟
の
作
で
あ
る
と
同
地
円
福
寺
住
職
河
野
雪
巖
と
い

う
人
が
、
こ
れ
を
発
表
し
た
が
、
実
は
当
時
の
新
聞
記
事
に
誤
謬
が
あ
つ
た
由
で

そ
の
後
世
上
の
間
題
と
な
つ
た
が
、
そ
の
真
相
を
調
べ
る
と
、
小
川
雪
舟
と
称
す

る
築
庭
師
が
あ
ク
た
と
い
う
程
度
の
事
を
語
ク
た
ま
で
で
、
敢
て
造
園
を
小
川
雲

舟
が
な
し
た
と
主
張
し
た
訳
で
は
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
小
川

家
の
庭
園
と
他
の
庭
園
と
は
、
手
法
上
に
も
共
通
性
は
な
く
、
別
個
の
存
在
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
が
誤
謬
で
あ
る
こ
と
は
信
す
べ
き
で
あ
る
。

　
今
医
光
寺
の
庭
園
を
考
察
す
る
に
当
つ
て
、
す
で
に
調
査
さ
れ
た
も
の
に
つ
き

そ
の
内
容
を
述
べ
る
。

原
照
博

土
の

観
察

　
大
正
十
四
年
夏
、
調
査
に
よ
る
，
「
庭
園
調
査
感
想
録
」
を
医
光
寺
蔵
に
よ
つ
て

見
る
と
、
こ
の
庭
園
は
、
世
に
も
珍
ら
し
い
蓬
薬
式
の
庭
園
で
、
池
形
を
鶴
、

池
中
の
島
を
蓑
亀
に
象
つ
て
い
る
。
書
院
の
岸
か
ら
島
に
か
け
て
、
か
げ
出
し
の

石
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
世
の
作
ち
で
あ
る
。
池
の
左
端
に
七
五
三
の
石
組
が
あ

り
、
そ
こ
に
滝
が
設
け
て
あ
る
の
を
発
見
し
た
氏
は
、
今
さ
ら
な
が
ら
、
こ
の
画

趣
に
富
ん
だ
林
泉
の
風
趣
が
、
凡
手
に
な
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
嘆
賞
し
て
居

る
。
左
に
氏
の
観
察
記
録
を
記
す
と
、

　
医
光
寺
は
雪
舟
が
、
五
代
目
住
職
と
し
て
住
ん
で
い
た
こ
と
は
、
史
上
の
事
実

で
あ
る
が
、
当
時
の
位
置
は
現
位
置
よ
り
、
数
十
歩
西
方
に
位
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
住
職
の
話
に
よ
れ
ば
、
享
保
十
四
年
火
災
が
あ
つ
て
、
全
焼
し
た
と
い
う

か
ら
、
或
は
其
の
時
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
た
か
も
知
れ
ぬ
、
従
つ
て
本
庭
は

開
山
堂
附
属
の
庭
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
と
考
証
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
同

庭
の
池
は
、
蓬
莱
の
故
事
に
象
つ
た
、
世
に
も
珍
し
い
も
の
で
、
池
形
を
鶴
と
し

て
、
池
中
の
島
は
こ
れ
ど
蓑
亀
に
象
り
、
亀
は
書
院
か
ら
見
て
、
池
の
中
央
を
左

に
向
つ
て
海
泳
し
て
い
る
、
故
に
亀
の
尾
に
あ
た
る
島
の
右
端
に
は
、
当
事
必
す
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菖
蒲
科
に
属
す
る
水
草
を
植
栽
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
其
の
島
に
、
書
院
側
の
岸
か
ら
石
橋
を
架
し
て
あ
つ
た
と
覚
し
い
掛
け
出
し
の

石
が
あ
る
。
之
も
「
蓬
莱
に
橋
な
し
」
の
故
事
か
ら
用
い
た
趣
向
で
、
共
処
に
は

音
か
ら
橋
は
架
つ
て
い
な
か
つ
た
も
の
と
考
証
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
猶
池
の

左
端
に
や
七
五
三
の
石
で
詰
め
か
け
た
素
晴
し
い
漢
が
あ
る
の
を
発
見
し
た
。
是

は
当
時
、
其
の
辺
に
滝
を
か
け
、
そ
の
水
が
そ
の
漢
間
を
流
れ
て
、
池
に
そ
∫
ぐ

よ
う
に
し
て
あ
つ
た
も
の
で
、
今
更
に
、
其
の
画
趣
あ
る
林
泉
の
風
韻
に
潜
に
嘆

を
禁
じ
得
な
い
の
み
か
、
石
使
い
の
妙
味
も
刈
込
の
意
匠
も
、
万
福
寺
の
と
同
一

人
の
手
で
築
か
れ
た
こ
と
も
、
歴
然
と
し
て
来
た
。
そ
の
楚
々
と
し
て
俗
離
れ
の

し
た
石
木
の
布
置
と
、
詩
的
情
味
の
横
溢
し
た
、
全
庭
の
芸
術
的
結
構
は
、
到
底

俗
人
の
企
及
し
得
ら
れ
な
い
所
な
り
。
」
と
。

重
森
三
玲
氏

の
観
察

　
更
に
昭
和
十
二
年
三
月
重
森
氏
は
、
当
庭
園
を
調
査
後
「
日
本
庭
園
史
図
鑑
」

に
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
大
要
は
、

「
本
庭
は
池
泉
観
賞
半
廻
遊
式
の
庭
園
で
、
山
畔
を
利
用
し
て
、
上
下
二
段
構
の

も
の
で
あ
る
。
そ
の
地
割
か
ら
見
て
、
京
都
の
妙
心
寺
内
退
蔵
院
の
庭
園
等
と
共

に
、
書
院
か
ら
観
賞
す
る
地
点
に
作
ら
れ
て
居
る
。

　
池
泉
部
に
は
更
に
亀
島
を
設
け
、
そ
の
対
岸
の
出
島
に
は
、
鶴
石
組
を
設
け
て

蓬
莱
山
水
庭
園
と
し
て
築
庭
さ
れ
て
い
る
。

　
叉
西
部
の
山
畔
を
利
用
し
て
、
須
弥
山
石
を
据
え
、
そ
の
下
部
に
枯
滝
組
が
設

け
て
あ
る
。
こ
れ
は
前
揚
原
氏
の
云
う
、
七
五
三
の
石
組
に
相
当
す
る
。
本
庭
の

護
岸
は
二
早
保
年
間
の
火
災
の
た
め
に
、
大
変
荒
廃
し
て
い
る
」
と
。

　
イ
、
様
　
　
式

　
今
こ
の
庭
園
の
様
式
を
見
る
に
、
本
庭
は
池
泉
観
賞
式
（
廻
遊
式
を
も
や
㌧
兼

ね
る
所
の
）
と
な
り
、
山
酔
を
利
用
す
る
上
下
二
段
構
の
庭
園
で
あ
る
。
そ
の
地

割
を
見
る
に
、
妙
心
寺
退
蔵
院
庭
園
な
ど
と
共
に
、
書
院
か
ら
観
賞
す
べ
き
地
点

に
作
ら
れ
つ
ふ
、
半
円
形
的
地
割
が
平
面
の
上
に
表
現
さ
れ
、
こ
の
地
割
中
、
約

四
割
の
池
泉
部
と
、
二
割
の
平
地
部
、
四
割
の
山
酔
部
と
で
構
成
さ
れ
、
池
泉
の

地
割
が
叉
全
体
的
地
割
の
形
式
に
比
例
し
て
作
ら
れ
、
こ
れ
叉
半
円
形
的
に
作
庭

さ
れ
て
居
る
。
従
つ
て
本
庭
の
全
体
的
地
割
も
、
叉
ぼ
池
泉
部
の
地
割
も
共
に
、

退
蔵
院
庭
園
と
類
似
し
、
そ
こ
に
時
代
の
傾
向
と
、
絵
画
的
傾
向
と
の
上
に
構
成

さ
れ
る
、
一
派
の
庭
園
傾
向
が
見
出
せ
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で

あ
る
。

　
そ
う
し
て
こ
の
池
泉
部
に
は
、
更
に
亀
島
を
設
け
、
亀
島
の
向
い
合
つ
て
い
る

西
部
に
出
島
を
見
せ
、
今
日
で
は
甚
し
く
荒
廃
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
亀
島
が
構

成
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
に
難
く
な
い
訳
で
あ
る
。
即
ち
後
述
の
如

く
、
こ
の
出
島
附
近
の
石
材
料
は
、
正
し
く
鶴
石
組
の
石
材
で
あ
る
こ
と
は
云
う

ま
で
も
な
く
、
ち
に
先
す
、
本
庭
は
蓬
莱
山
水
庭
園
と
し
て
築
造
さ
れ
て
居
る
こ

と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
と
共
に
、
こ
の
蓬
莱
山
水
の
形
式
が
、
縮
少
化
さ
れ
た
庭

園
と
し
て
の
様
式
が
、
叉
亀
島
附
近
の
岩
島
手
法
に
よ
つ
て
も
、
明
か
に
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
斯
る
蓬
薬
山
水
庭
園
に
は
、
必
す
滝
組
を
見
せ
る

の
で
あ
る
が
、
本
庭
に
も
そ
の
西
部
山
酔
を
利
用
し
て
枯
滝
石
組
を
行
つ
て
屠

る
、
こ
の
枯
滝
石
組
を
し
て
、
従
来
七
五
三
石
組
と
解
せ
ら
れ
た
向
も
あ
つ
た

が
、
こ
れ
は
全
く
枯
滝
口
の
一
手
法
で
あ
る
こ
と
、
後
述
の
如
く
で
あ
つ
て
、
そ

の
上
部
に
は
、
こ
れ
を
象
徴
す
べ
き
立
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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現
在
で
は
、
本
庭
の
山
酔
部
が
多
数
の
サ
ヅ
キ
そ
の
他
の
刈
込
物
に
よ
り
、
そ

れ
等
の
刈
込
手
法
が
江
戸
中
期
以
後
の
景
観
を
も
つ
関
係
か
ら
、
甚
し
く
本
庭
の

風
致
を
害
し
て
い
る
ご
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
斯
く
の
如
き
上

下
二
段
構
の
作
庭
様
式
は
、
た
と
え
地
割
の
関
係
上
斯
く
す
る
よ
り
外
に
名
案
が

無
か
つ
た
と
し
て
も
や
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
、
古
庭
園
の
様
式
を
踏
襲
し
て
居
る

関
係
に
於
て
、
南
北
朝
頃
よ
り
流
行
を
見
つ
∫
あ
つ
た
一
様
式
が
、
こ
ふ
に
表
現

さ
れ
て
居
る
こ
と
を
釦
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
併
し
な
が
ら
、
此
等
上
下

二
段
構
の
様
式
は
、
既
に
南
北
朝
時
代
に
於
け
る
そ
れ
と
比
較
し
て
、
甚
だ
し
い

相
違
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
即
ち
同
じ
上
下
二
段
構
と
は
い
え
、
甫
北
朝
時
代
に
於
げ
る
そ
れ
は
、
上
部
に

於
て
、
石
組
を
本
格
的
に
行
い
、
下
部
池
泉
は
主
と
し
て
、
心
字
形
池
割
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
点
当
代
の
上
下
二
段
構
と
、
か
な
り
の
相
違
を
も
つ
て

い
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
南
北
朝
に
於
け
る
上
下
二
段
構
は
喝
云

わ
ば
甚
だ
仏
教
的
庭
園
と
し
て
の
、
浄
土
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

対
し
て
、
室
町
末
期
に
於
け
る
上
下
二
段
構
は
、
北
宋
画
的
影
響
に
よ
る
山
水
構

想
が
、
斯
か
る
様
式
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
根
本
か
ら
相
違
せ
る

二
つ
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
点
、
斯
る
様
式

に
よ
る
上
下
二
段
構
の
庭
園
は
、
大
体
に
於
て
こ
の
時
代
を
も
つ
て
先
駆
と
す
べ

き
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
文
明
以
後
に
於
け
る
、
宋
画
将
来
に
よ
る
結
果
、
或
は
禅

僧
な
ど
の
入
明
に
よ
つ
て
、
彼
の
地
の
庭
園
や
風
景
な
ど
を
観
賞
し
、
且
つ
画
技

に
糖
進
し
た
結
果
と
し
て
、
甚
だ
し
く
絵
画
的
構
成
を
意
図
し
て
い
る
結
果
と
し

て
同
じ
山
酔
を
利
用
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
遠
景
風
に
扱
う
処
に
特
徴
を
も
つ
て
居

る
訳
で
あ
り
心
為
に
何
段
か
の
段
地
を
設
け
て
い
る
こ
と
は
興
味
あ
る
点
で
あ

り
、
こ
れ
に
刈
込
や
石
組
を
行
う
こ
と
に
よ
つ
て
北
宋
画
の
形
式
を
表
現
す
る
こ

と
に
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
只
然
し
な
が
ら
、
庭
園
は
ど
こ
ま
で
も
庭
園
で
あ
つ
て
、
決
し
て
絵
画
で
は
あ

り
得
な
い
関
係
か
ら
、
た
と
え
画
聖
雪
舟
の
如
き
人
々
の
作
品
と
難
も
、
庭
園
に

於
け
る
構
成
は
、
矢
張
り
庭
園
と
し
て
の
構
想
と
約
束
に
従
う
訳
で
あ
つ
て
、
そ

の
点
絵
画
的
構
成
を
も
つ
と
は
云
つ
て
も
、
そ
れ
は
様
式
的
に
は
も
と
よ
り
、
全

部
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
を
釦
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
口
、
手
　
　
法

　
先
す
本
庭
各
局
部
の
手
法
を
見
る
と
、

　
第
一
に
亀
島
の
手
法
を
見
る
に
、
こ
の
亀
島
は
池
泉
中
央
よ
り
、
や
や
東
北
部

に
片
寄
り
、
西
部
に
亀
頭
石
を
有
し
て
い
る
。
亀
頭
石
は
亀
が
水
中
を
泳
い
で
い
－

る
如
き
写
実
的
手
法
で
臥
石
を
用
い
、
高
さ
八
寸
五
分
と
し
て
、
頭
を
水
と
平
行

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
心
石
は
平
天
石
の
四
尺
七
寸
高
と
さ
れ
、
後
部
二
尺

五
寸
高
と
な
つ
て
い
て
、
後
部
を
築
山
風
に
土
盛
を
も
つ
て
あ
し
ら
つ
て
い
る
。

そ
の
右
方
に
は
前
方
高
さ
二
尺
、
後
部
高
さ
一
尺
五
寸
五
分
の
石
と
、
そ
の
前
に

前
方
高
さ
三
尺
、
後
部
九
寸
の
石
を
立
石
と
し
て
配
し
、
更
に
そ
の
前
に
は
前
部

三
尺
七
寸
五
分
高
、
後
部
一
尺
四
寸
高
の
立
石
を
用
い
、
此
等
の
巨
石
に
よ
る
集

団
的
手
法
が
、
前
述
の
中
心
石
と
共
に
、
よ
く
当
代
手
法
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
石
組
手
法
は
、
万
福
寺
庭
園
に
於
け
る
築
山
上
の
石
組
、
叉
は
退
蔵
院

庭
園
に
於
け
る
築
山
上
の
石
組
と
甚
だ
し
く
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
そ
う
し

て
此
等
の
石
組
が
、
極
め
て
立
派
で
あ
る
の
に
比
較
し
て
、
他
の
配
石
手
法
は
何

れ
も
も
後
世
の
改
造
で
あ
る
こ
と
は
惜
し
む
べ
き
で
か
る
。
恐
ら
く
享
保
年
中
、

書
院
そ
の
他
の
火
災
後
、
本
庭
の
如
き
も
荒
廃
し
た
結
果
、
相
当
に
改
造
さ
れ
た
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も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
亀
島
に
於
て
、
最
も
変
化
し
て
い
る
事
実
は
、
右
の
如
く
享
保
火
災
以
後

に
於
て
、
本
庭
を
修
理
し
た
際
、
誤
つ
て
こ
の
中
心
石
の
如
き
を
、
主
護
石
風
に

考
え
た
為
に
、
こ
れ
に
対
し
て
飛
石
を
打
ち
、
書
院
の
前
か
ら
橋
を
架
け
て
、
こ

れ
を
拝
す
る
の
形
式
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
現
在
書
院
前
、
及
び
亀

島
の
前
方
に
橋
を
架
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
跡
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
で
も
解
る
訳

で
あ
る
が
、
斯
く
し
て
亀
島
も
一
部
が
荒
廃
す
る
に
や
む
な
き
状
態
で
あ
つ
た
の

で
あ
る
。
然
し
そ
の
手
足
石
の
如
き
は
、
そ
の
一
部
を
保
存
し
、
前
述
の
諾
石
と

共
に
、
甚
だ
よ
く
当
代
の
手
法
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
つ
た
。
亀
島
と
し
て
は
、

相
当
立
派
な
手
法
が
保
存
さ
れ
て
居
る
訳
で
あ
る
。

　
更
に
こ
の
亀
島
の
北
西
部
に
二
二
箇
の
直
線
状
を
見
せ
る
、
夜
泊
手
法
に
似
た

も
の
を
見
せ
る
配
石
が
あ
る
こ
と
を
注
意
さ
れ
た
い
。
こ
の
如
き
配
石
法
は
、
降

つ
て
桃
山
時
代
庭
園
と
し
て
は
、
三
井
寺
善
法
院
庭
園
に
あ
り
、
江
戸
初
期
庭
園

と
し
て
は
、
鳥
取
市
の
寵
峯
寺
庭
園
や
、
観
音
院
庭
園
に
於
て
見
ら
れ
、
そ
れ
等

の
石
組
が
従
来
何
を
意
味
す
る
か
全
く
不
明
で
あ
つ
た
が
、
実
は
こ
れ
は
本
庭
の

如
く
蓬
莱
山
水
庭
園
の
形
式
を
路
す
る
。
比
較
的
小
庭
園
に
あ
つ
て
は
、
亀
島
を

蓬
莱
島
と
し
て
、
庭
中
第
一
の
大
島
と
見
立
て
る
関
係
か
ら
、
こ
の
三
石
は
、
各

々
の
三
島
を
略
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
解
つ
た
訳
で
あ
る
。

　
次
に
亀
島
の
西
郡
に
、
こ
の
亀
島
と
向
い
合
つ
て
い
る
出
島
は
、
今
日
甚
だ
し

く
荒
廃
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
云
う
ま
で
も
な
く
鶴
島
で
あ
る
。
そ
の
南
部
に
平

石
直
径
四
尺
五
寸
と
、
五
尺
の
面
を
も
つ
巨
石
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
鶴
島
に
於

け
る
、
羽
石
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
荒
廃
し
た
結
果
池
中
に
倒
れ
て

い
る
の
で
あ
る
、
こ
ふ
に
今
一
つ
長
さ
六
尺
、
巾
二
尺
五
寸
の
横
石
が
あ
る
が
、

こ
れ
叉
前
者
と
同
様
、
鶴
石
組
と
し
て
用
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
で
あ
る
。
更

に
こ
の
出
島
の
北
方
奥
部
が
、
即
ち
枯
滝
組
と
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
従
来
七
五

三
石
組
な
ど
と
云
つ
た
人
も
あ
る
が
、
決
し
て
左
様
な
も
の
で
は
な
い
。

　
最
上
部
に
高
さ
四
尺
二
寸
の
立
石
を
甚
だ
し
く
傾
斜
せ
し
め
、
須
弥
山
石
組
に

於
け
る
、
中
心
石
の
如
き
手
法
を
見
せ
て
い
る
が
、
こ
エ
で
は
枯
滝
の
景
観
を
出

す
意
図
の
下
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
と
も
か
く
も
、
そ
の
傾
斜
手
法
は
、
甚
だ
立
派
で
あ
る
と
共
に
、
よ
く
室
町
時

代
庭
園
の
手
法
を
語
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
下
部
に
は
、
土
か
ら
三
尺
一
寸

高
、
二
尺
五
寸
高
の
五
石
に
よ
つ
て
、
三
尊
形
式
の
石
組
手
法
を
見
せ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
勿
論
枯
滝
石
組
に
於
け
る
一
手
法
で
あ
る
こ
と
ぼ
言
う
ま
で
も
な

い
。
そ
の
下
部
で
は
、
上
か
ら
四
尺
一
寸
以
下
の
石
を
立
て
上
枯
滝
石
組
の
表
現

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
枯
滝
石
組
手
法
は
、
荒
廃
し
た
関
係
も
あ
る

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
手
法
甚
た
弱
く
、
．
江
戸
中
期
頃
に
於
て
、
改
造
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
居
る
。
既
に
そ
れ
等
の
配
石
に
は
、
室
町
式
と
思
わ
れ
る

手
法
が
、
殆
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
亀
島
東
北
部
に
は
、
石
橋
を
架
け
て
い
る
が
、
甚
だ
し
く
後
期
の
手
法
で

あ
る
。
叉
亀
島
手
前
の
東
南
部
も
池
中
に
見
ら
れ
る
岩
島
の
如
き
も
竜
こ
れ
叉
江

戸
中
期
頃
と
思
わ
れ
る
手
法
で
あ
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
更
に
叉
、
本
庭
池
泉
の
護
岸
は
、
書
院
に
面
す
る
部
分
は
、
全
く
荒
廃
産
だ
し

く
、
享
保
時
代
火
災
の
結
果
荒
廃
し
た
ま
工
竜
そ
の
後
の
修
理
と
共
に
今
日
に
至

つ
て
い
る
関
係
で
、
技
術
的
に
も
甚
だ
劣
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
迄
も
な

い
。
次
に
本
庭
全
体
の
刈
込
手
法
で
あ
る
が
、
本
庭
は
角
刈
込
と
し
て
の
サ
ツ

キ
、
ツ
ツ
ジ
類
が
多
く
、
こ
の
角
刈
込
の
景
観
を
一
見
す
る
と
池
こ
れ
叉
享
保
火
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災
後
の
荒
廃
と
、
修
理
に
よ
る
変
化
が
多
く
、
亀
島
の
一
部
叉
は
上
部
立
石
の
外

は
馬
全
く
当
代
石
組
手
法
の
如
き
は
よ
く
当
代
の
手
法
を
語
る
に
足
る
も
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
点
甚
だ
貴
重
な
庭
園
で
あ
り
、
今
後
の
保
存
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
ハ
、
材
　
　
料

　
本
庭
の
植
栽
材
料
を
東
部
方
面
か
ら
山
野
へ
か
げ
て
見
る
に
、
サ
カ
キ
、
ヒ
サ

カ
キ
、
ク
ス
ノ
キ
（
五
尺
二
寸
）
タ
ラ
ェ
フ
、
ヤ
マ
モ
モ
（
三
尺
九
寸
）
モ
ク
コ

ク
（
四
尺
二
寸
、
三
尺
）
ヵ
ナ
メ
、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
（
四
尺
八
寸
一
本
）
ク
チ
ナ

シ
、
ヒ
メ
ク
チ
ナ
シ
、
ツ
バ
キ
（
三
本
）
カ
ヘ
デ
（
一
尺
六
寸
以
上
三
本
）
ク
ロ

ガ
ネ
モ
チ
（
二
尺
八
寸
）
モ
ク
セ
イ
、
サ
ザ
ン
ク
ワ
、
ア
ラ
カ
シ
（
三
尺
一
寸
）

サ
ツ
キ
、
ツ
ツ
ジ
等
々
で
あ
り
、
亀
島
に
は
ク
ロ
マ
ツ
（
一
尺
二
寸
五
分
一
本
）

カ
シ
、
ー
ヒ
メ
ク
チ
ナ
シ
、
ツ
バ
キ
、
サ
ツ
キ
、
ツ
ヅ
ジ
等
々
で
あ
る
。
此
等
の
植

栽
ぼ
山
酔
部
が
主
と
し
て
、
サ
ツ
キ
、
ツ
ツ
ジ
の
類
の
角
刈
込
で
、
甚
だ
江
戸
中

期
的
で
あ
る
が
、
相
当
丈
刈
込
と
さ
れ
て
い
る
関
係
か
ら
、
そ
の
景
観
は
全
然
悪

く
な
い
，
。
－
そ
の
背
景
と
な
る
べ
き
マ
ダ
ヶ
林
に
は
、
ア
ヲ
キ
、
ヤ
ブ
ニ
ツ
ヶ
イ
、

ア
ラ
一
カ
シ
、
ナ
ン
テ
ン
等
々
密
生
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
本
庭
を
独
立
せ
し
め
る
だ

け
の
背
景
林
と
な
つ
て
居
る
。

　
　
　
　
医
光
寺
庭
園
の
時
代
様
式

　
　
形
成
様
式
に
つ
い
て

　
足
利
時
代
を
、
上
限
二
三
二
〇
年
と
し
下
隈
一
五
七
〇
年
と
し
て
、
其
の
間
二

四
〇
年
を
も
つ
て
す
れ
ば
、
雪
舟
等
揚
は
一
四
二
〇
年
に
誕
生
し
、
一
五
〇
六
年

に
殴
し
先
と
す
れ
ば
八
十
四
才
の
長
寿
を
も
つ
淀
こ
と
㌧
な
り
、
足
利
時
代
の
中

期
か
ら
末
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
雪
舟
は
此
の
足

利
時
代
に
生
き
た
人
，
で
あ
る
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
。
そ
こ
で
雪
舟
は
足
利
時
代

の
背
景
を
考
え
す
し
て
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
医
光
寺
庭
園
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
如
く
原
、
重
森
氏
の
調
査
に
よ
つ
て
明
に

さ
れ
て
い
る
が
、
歴
史
に
見
ら
れ
る
如
く
、
医
光
寺
の
火
災
と
荒
廃
ぼ
決
し
て
雲

舟
”
造
園
当
時
そ
の
ま
㌧
の
も
の
と
は
如
何
に
考
え
て
も
断
定
は
出
来
な
い
。
し

書院をのぞむ

か
し
庭
園
の
部
分

の
考
察
に
よ
つ

て
、
全
体
を
推
測

す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
ろ
う
。
そ
の

中
で
も
庭
園
に
使

用
さ
れ
た
岩
石

は
、
最
も
大
き
い

変
化
の
な
い
も
の

と
思
う
。
と
い
う

こ
と
は
、
当
時
の

岩
石
は
、
そ
の
ま
ふ
現
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
叉
雪
舟
が
崇

観
寺
に
住
職
と
な
り
な
が
ら
も
、
現
在
の
医
光
寺
の
裏
の
山
酔
を
、
段
構
に
利
用

し
た
こ
と
は
軽
く
考
え
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
実
に
足
利
時
代
の
様
相
を
あ
ま
り
に
も
、
明
白
に
表
現
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

fig.060302.pdf
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亀島の一部

と
こ
み
で
足
利

時
代
の
性
格
を
考

え
る
と
、
先
す
禅

宗
的
糖
神
が
考
え

ら
れ
る
。
雪
舟
そ

の
人
も
、
明
に
あ

つ
て
禅
学
を
き
わ

め
て
帰
朝
し
た
禅

僧
で
あ
る
か
ら
、

彼
の
心
身
に
は
、

禅
宗
的
糖
神
が
充

分
に
泌
み
込
ん
で

い
る
。
叉
足
利
時
代
の
性
格
は
、
こ
の
禅
宗
的
糖
神
と
共
に
考
え
ら
れ
る
も
の

に
冶
武
家
的
糖
神
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
代
は
、
武
家
が
貴
族
の

上
位
に
あ
つ
た
時
代
で
あ
つ
て
、
実
に
足
利
時
代
は
、
禅
宗
的
の
も
の
と
武
家
的

な
る
も
の
と
が
、
こ
の
時
代
の
性
格
を
形
成
し
た
と
い
わ
れ
る
、
こ
の
禅
宗
的
、

武
家
的
な
る
も
の
の
人
生
観
は
、
実
に
耐
乏
的
人
生
観
で
あ
る
。
之
は
叉
超
越
主

義
に
立
脚
し
、
こ
の
超
越
的
世
界
観
か
ら
美
術
の
形
成
様
式
が
育
成
さ
れ
て
い

る
O　

こ
の
超
越
的
、
耐
乏
的
な
る
も
の
は
、
武
家
や
禅
僧
の
生
活
に
見
ら
れ
る
が
如

く
、
所
謂
人
情
的
な
る
も
の
を
捨
て
さ
つ
て
、
非
人
情
的
な
も
の
が
生
れ
て
来
て

い
る
、
非
人
情
的
な
る
も
の
と
は
、
官
能
的
な
る
も
の
、
色
彩
的
な
る
も
の
を
捨

て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
官
能
的
、
色
彩
的
な
る
も
の
を
捨
て
た
と
こ
ろ
か
ら
当

然
昔
石
が
愛
好
さ
れ
、
次
墨
画
が
よ
ろ
こ
ぼ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
ひ

　
特
に
岩
石
に
就
い
て
考
え
る
と
、
岩
石
こ
そ
実
に
非
人
情
的
で
あ
る
。
雨
風
に

た
㌧
か
れ
、
陽
に
さ
ら
さ
れ
つ
ふ
も
、
只
黙
然
と
坐
し
て
、
い
さ
㌧
か
も
官
能
的

色
彩
を
有
せ
す
し
て
毅
然
と
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
岩
石
も
曲
線
的
即
ち
丸
味

を
有
し
た
も
の
よ
り
、
垂
直
的
な
稜
角
性
の
あ
る
、
特
に
烈
し
き
、
き
び
し
き
も

の
が
愛
好
さ
れ
た
の
が
実
に
足
利
時
代
で
あ
り
、
こ
の
非
感
性
的
な
も
の
を
愛
し

た
一
人
が
雪
舟
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
こ
と
は
、
夢
窓
国
師
が
京

都
の
西
芳
寺
に
造
園
し
た
岩
組
の
禅
宗
庭
園
を
見
て
も
首
肯
げ
る
の
で
あ
る
。

　
斯
様
な
見
地
か
ら
医
光
寺
庭
園
の
岩
石
を
見
る
と
き
、
実
に
岩
石
の
総
べ
て
が

非
感
性
的
な
稜
角
性
の
あ
る
岩
石
に
ょ
つ
て
組
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
目
が
つ

く
、
こ
の
こ
と
は
、
実
に
足
利
時
代
に
生
き
た
雪
舟
な
ら
で
は
用
い
ら
れ
ざ
る
石

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
勿
論
足
利
時
代
の
文
化
は
、
支
那
の
影
響
が
多
大
で
あ
る
。
支
那
の
芸
術
は
、

「
依
仁
確
芸
」
と
い
わ
れ
る
如
く
に
、
「
仁
」
が
芸
術
の
特
徴
で
あ
り
、
且
つ
戦
乱
の

続
く
彼
地
に
於
て
は
、
し
ば
し
和
平
あ
れ
か
し
と
祈
つ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ

う
。
こ
㌧
か
ら
所
謂
福
寿
思
想
が
生
れ
た
の
も
決
し
て
遇
然
で
は
な
い
と
思
う
。

こ
の
思
想
が
吾
国
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
も
疑
う
余
地
は
あ
り
得
な
い
。
た
ま
た
ま

吾
国
も
戦
乱
相
続
く
中
に
於
て
、
こ
の
和
平
を
願
い
、
そ
し
て
又
将
軍
家
の
無
事

安
泰
を
祈
つ
た
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
福
寿
思
想
の
発
展
を
見
た

の
で
あ
る
。
こ
の
福
寿
思
想
が
、
雪
舟
に
よ
り
蓬
莱
山
水
庭
園
と
な
り
、
亀
島
、

鶴
石
組
を
も
つ
て
造
園
せ
し
め
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
荷
山
酔
を
利
用
し
て

須
弥
山
■
石
を
据
え
、
そ
の
下
部
に
枯
滝
組
を
設
げ
た
る
が
如
き
は
、
誠
に
よ
く
足

利
時
代
の
性
格
を
具
備
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
重
森
三
玲
氏
の
観
察

fig.060303.pdf
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の
「
様
式
」
の
中
に
、
「
宋
画
将
来
に
よ
る
結
果
、
或
は
禅
僧
な
ど
の
入
明
に
よ
つ

て
、
彼
の
地
の
庭
園
や
風
景
な
ど
を
観
賞
し
、
且
つ
画
技
に
精
進
し
た
結
果
と
し

て
、
甚
だ
し
く
絵
画
的
構
成
を
意
図
し
て
い
る
結
果
と
し
て
、
同
じ
山
畔
を
利
用

し
な
が
ら
、
こ
れ
を
遠
景
風
に
扱
う
処
に
特
徴
を
も
つ
て
居
る
訳
で
あ
り
、
為
に

何
段
か
の
段
地
を
謀
け
て
い
る
こ
と
は
興
味
あ
る
点
で
あ
り
」
云
々
と
あ
る
が
、

当
時
の
絵
画
を
観
る
に
、
周
文
の
絵
画
は
、
近
景
、
中
景
、
遠
景
が
描
か
れ
て
、

構
成
的
な
画
面
を
形
成
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
近
景
に
主
眼
を
置
い
て
描
い
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
十
六
世
紀
を
過
ぎ
る
と
、
深
さ
が
な
く
、
遠
景
が
小
さ
く

描
か
れ
て
来
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
近
景
と
中
景
が
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
人
と
支
郡
人
と
の
室
問
感
覚
に
は
相
異
が
あ
つ
て
、
目
本

人
は
支
那
人
ぼ
ど
の
深
さ
を
持
た
す
、
日
本
人
は
全
部
を
明
瞭
に
見
ん
と
す
る
の

で
、
遠
景
を
近
づ
け
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
桃
山
時
代
に
な
る
と
、
遠

景
は
な
く
な
つ
た
も
の
と
な
つ
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
地
か
ら
、
こ
の
庭
園
を
観

る
と
き
、
絵
画
的
構
戊
が
意
図
さ
れ
て
い
る
が
、
遠
景
は
、
至
極
近
景
に
接
近
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
∫
に
段
構
の
造
園
の
■
主
旨
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
宋

画
の
技
法
を
そ
の
ま
∫
受
入
れ
た
も
の
で
な
く
、
当
然
日
本
人
と
し
て
の
構
成
的

意
図
が
白
然
に
此
の
庭
園
に
表
現
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
同

じ
く
万
福
寺
（
益
田
）
の
庭
園
に
つ
い
て
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
㌧
に

段
地
を
設
け
た
理
由
も
存
す
る
も
の
と
思
う
。

　
次
ぎ
に
庭
園
の
植
物
に
つ
。
い
て
考
え
る
と
、
こ
の
植
物
は
岩
石
と
は
相
異
し
て

生
物
で
あ
る
が
故
に
、
造
園
当
時
と
は
、
大
い
に
趣
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
は
当

然
で
あ
る
、
現
在
亀
島
に
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
が
、
枯
れ
ん
と
し
て
い
る
の
を
見
て
も

分
か
る
で
庭
園
の
植
物
の
刈
込
み
の
様
式
を
見
る
と
総
て
角
型
に
刈
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
目
が
つ
く
、
こ
れ
も
足
利
時
代
の
様
式
の
現
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、
岩

石
と
同
じ
く
稜
角
性
が
あ
つ
て
、
よ
く
庭
園
の
調
和
を
保
持
し
て
い
る
。
し
か
し

現
在
庭
園
中
央
の
ヒ
ヒ
ラ
木
が
、
只
一
本
丸
型
に
刈
込
ん
で
あ
る
の
に
目
が
つ
ぐ

が
、
こ
れ
は
如
何
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
疑
間
を
い
だ
く
の
で
あ
る
。
若
し

雪
舟
当
時
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
矢
張
り
稜
角
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
庭
師
の
刈
込
み
が
、
年
を
追
つ
て
丸
味
を
も
た
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
庭
園
を
全
体
的
に
観
察
を
す
る
と
き
は
、
さ
巨
冒
⑦
を
感
す
る
。
こ
れ
が

雪
舟
の
造
園
に
見
る
と
こ
ろ
の
「
力
」
で
あ
る
、
こ
の
「
力
」
こ
そ
雪
舟
の
独
白
の

も
の
で
あ
り
、
且
つ
足
利
時
代
の
特
徴
で
も
あ
る
。

　
既
に
、
医
光
寺
庭
園
に
つ
い
て
は
、
原
、
重
森
両
氏
に
よ
り
詳
紬
に
観
察
さ
れ

て
、
世
に
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
私
の
考
察
は
、
こ
の
高
い
観
察
を
裏
づ
け

る
、
足
利
時
代
様
式
と
庭
園
の
関
係
を
考
察
し
た
。
こ
の
こ
と
は
美
術
史
学
上
重

要
な
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
庭
園
の
真
実
が
認
識
さ
れ
る
。

　
実
に
雪
舟
の
造
園
は
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
考
す
ぺ
き

は
、
現
在
の
庭
園
が
、
そ
の
ま
㌧
雪
舟
造
園
の
真
を
伝
え
て
い
な
い
こ
と
を
知
つ

て
観
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
美
的
様
式
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
⑧

　
こ
の
雪
舟
の
造
園
に
よ
る
医
光
寺
の
庭
園
を
観
賞
す
る
と
き
、
単
的
に
枯
淡
と

⑧
　
　
⑧

酒
脱
の
美
を
感
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
池

　
枯
淡
は
、
感
覚
的
で
あ
る
優
美
を
否
定
し
て
生
れ
て
来
た
も
の
で
、
所
謂
わ
び

、
　
、

さ
ぴ
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
枯
淡
は
、
確
か
に
超
感
覚
的
な
る
も
の
で
あ

る
。
色
彩
か
ら
い
え
ば
所
謂
渋
味
の
あ
る
色
彩
で
あ
つ
て
、
は
な
や
か
な
る
も
の
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で
は
な
い
。

　
枯
淡
の
椅
は
、
か
ど
だ
ち
た
る
も
の
、
そ
し
て
さ
わ
や
か
さ
を
内
容
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
此
の
庭
園
を
観
賞
す
る
と
き
、
岩
石
、
植
物
の
刈
込
み
や
そ
し
て
山

畔
を
利
用
し
た
る
と
こ
ろ
に
、
否
庭
園
美
、
の
も
の
か
ら
こ
の
枯
淡
さ
が
充
分
に
現

わ
れ
て
、
観
る
者
を
し
て
淡
々
た
る
、
さ
わ
や
か
き
も
の
、
し
か
も
そ
れ
が
稜
角

性
の
物
の
中
炬
感
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
阜
、
し
て
、
酒
脱
で
あ
る
が
、
こ
の
酒
脱
は
、
慾
情
の
世
界
か
ら
脱
す
る
も
の

で
、
超
俗
的
と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
よ
く
禅
宗
的
、
武
家
的
な
る
も
の

の
性
格
か
ら
出
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
こ
に
は
非
椿
性
が
存
在
す
る
。
雪
舟
の
水

墨
画
に
つ
い
て
は
、
こ
∫
に
は
ふ
れ
る
余
白
が
な
い
が
、
彼
の
水
墨
画
が
こ
の
庭

園
と
共
通
性
の
あ
る
こ
と
が
観
ら
れ
る
の
は
、
よ
く
雪
舟
の
個
性
が
存
分
に
表
現

さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
ご
に
は
、
揖
脱
と
枯
淡
が
美
的
様
式
と
し
て
観
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
枯
淡
と
酒
脱
を
美
的
様
式
と
観
る
と
き
、
私
は
足
利
（
室
町
）
時
代
の
美

的
様
式
と
一
致
す
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
時
代
的
背
景
が
如
何
に
強
く
、
そ
の
表

現
に
影
響
し
て
い
る
か
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
第
で
あ
る
・

　
し
か
し
紙
数
の
関
係
上
、
万
福
寺
庭
園
に
つ
い
て
、
発
表
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
本
題
に
つ
い
て
も
充
分
に
意
の
尺
く
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
は
残
念
で
あ

る
が
、
雪
舟
等
揚
と
吾
が
島
根
果
と
が
ゆ
か
り
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
じ
く

だ
け
で
も
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
昭
和
三
〇
二
一
二
一
五
！

あ
　
　
と
　
　
が

き

　
我
が
郷
土
に
誇
る
べ
き
斯
く
し
た
庭
園
を
有
す
る
こ
と
は
、
大
い
な
る
喜
び
で

あ
る
と
共
に
、
充
分
な
る
研
究
を
遂
行
す
る
こ
と
が
叉
一
つ
の
使
命
と
考
え
ら
れ

る
。
本
研
究
は
、
同
市
の
万
福
寺
の
庭
園
と
併
せ
て
本
蔓
現
地
に
於
い
て
研
究
し

た
も
の
で
あ
る
。
特
に
益
田
市
、
矢
富
熊
一
郎
氏
の
著
書
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多

く
、
且
つ
医
光
寺
住
職
家
根
原
宗
見
氏
の
助
言
を
得
た
こ
と
を
こ
ム
に
感
謝
す
る


